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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 




増加にともなうアルミニウムストレスが取りざたされている｡   
 本研究は、土壌－根系を通じて樹木がこうむる酸性雨の生理的影響等を明らかにすることを目的と
して、土壌の酸性化にともなうアルミニウムイオン（Al3+）の増加とその毒理作用についての水耕栽
培法によるモデル実験を中心に研究を展開し、その結果を取りまとめたものである｡   


















さらにこれらの結果を第 10 章に総合考察としてまとめている｡ 
 本論文では、主に水耕栽培法を用いた実験によって根圏の Al3+濃度と樹木の成長との関係を調べ、
Al3+の高濃度域では成長が促進されるというまったく新しい現象を見出している。この現象は酸性雨
による森林の衰退・枯死のプロセスを明らかにする上で極めて重要なカギとなるものと期待される｡
特に植物体内における Al3+の動態、及び Al3+が内的な成長制御機構に及ぼす影響の解明は、酸性雨に
 よる森林衰退機構解明の核心的な部分である｡申請者による一連の研究により、一般的な広葉樹はアル
ミニウム処理による特有の発根現象を呈し、地下部にアルミニウムを大量に蓄積することにより地上
部へのアルミニウム毒性の発現を抑制していることが明らかになった。また、この根へのアルミニウ
ムの蓄積には、樹体中のリン濃度、あるいは樹体中へのリン吸収が深くかかわっていること、発根に
不可欠とされてきたカルシウムに対してアルミニウムが代替性を持つこと、アルミニウムによる根の
細胞拡大、細胞数増加、液胞の拡大などが明らかにされた。さらに根の構造変化とサイトカイニンや
オーキシンの役割についての考察を深めた。 
 以上のように本論文では、酸性雨による土壌の酸性化と溶出アルミニウムによる樹木の成長阻害と
いう単純な仮説を覆し、樹木はアルミニウム濃度の初期上昇に対して根量の増加などの複雑な形態的、
生理的反応を下すことを明らかにした。この成果は、酸性雨が森林に及ぼす影響についての先駆的な
業績であると認められる｡このことから、申請者の論文は博士（農学）の学位論文として十分な価値を
有するものであると審査員一同判定した｡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
